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区のお知らせ
第458 号( 1)

足立区編集/ 企画 部広報 課
足 立区千住一丁目50
( 882) 1111

第二庁舎　( 889) 6161

行政相談役所のしごとのことで、困った
ことや苦情、ご意見がありました
ら、どしどしお寄せください。専
門の行政相談員がお受けしていま
す。
毎月第2金曜日・午後1時～4時
区役所1 階区民相談室

十
月
一
日
開
館

長
門

栗

島

児
童
館老人館

十
月
に
、中
川
二
丁
目
と
、

中
央
本
町
四
丁
目
に
、児
重
館

・
老
人
館
が
開
館
し
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
区
内
の
児
重
館
・

老
人
館
は
、今
ま
で
の
も
の
と

合
わ
せ
る
と
、
児
童
館
は
十
三

館
、老
人
館
は
八
館
と
な
り
ま

す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
施
般

は
、
す
ぺ
て
自
由
に
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

児
童館は
、こ
どもたら
が遊
ぴ

をとおして
、身体・
精神をきた

え
、美術・
音楽・
ス
ポー
ツな
ど

を指導することにより、こと
も

たちの
健全な成長
をうなかし、

自主性や協調
性を養うための施

設で
す。また、学校の
放課
後、

帰宅して
も保護
者か
勤務・
病気

などの
理由で、保護を受けられ

ない、小
学校一
年
生から三年生

を対象とし
た学童保育室もあり

ます。なお、老人館は、地域の
お年

寄に対し、憩いの場を提供し、教

養の
向上、レクリエー
ジ
'ンな

どに利用
されることにより
、健

康で明るい生活を営み、楽しい

毎日を過ごせるよう、老人福祉

の増進を目的とするものです。

長門児童館老人館

所在地
　中川二丁目二四
-―
T

一〇一
電話
　六二九―
(二三一

交通
　国一
亀有駅から徒歩十分

建物
鉄筋コンクリート五階建

一階部分
(都営住宅併設
)

児童館施設
　遊戯室・図書室・

工作室・学童保育室

老人館施設
　大広間・娯楽室・

和風ロビー
栗島児童館老人館

所在地
　中央本町四丁目五
-三

一
一
〇一

電話
　
(四(
-三四七一

交通
　東武線梅鳥駅または
、五

反野駅から徒歩十五分

建物
　鉄筋コンクリート五階建

一階部分
(都営住宅併設
)

児童館施設
　広場・
図書室・
音

楽室・
工作室・
学童保育室

老人館施設
　大広間・
娯楽室・

男女浴室・
ホール

長門児童館・老人館 栗鳥児童館・老人館

結婚・誕生
記念樹プレゼント

区では
、結婚と

誕生を記念して
、

苗木をプレ
ゼント

してい
ます
。今年

二月以
降に結婚さ

れた方と
、お子
さ

ん
が誕生
し
た
方

で
、現在区
内にお

住まいの
方が対象

で
す
。まだ手続き

をされてい
ない
方

は
、次の要
領で
お

申し込み
く
だ
さ

結婚配念樹
　官製
(

ガキに結婚記

念樹希望と書き

樹種
、住所
、氏

名
、電話番号
、

配偶者氏名
、婚

姻年月日を記入して
、お申し

込み
ください
。

誕生記
念樹
　官製
(ガキに誕生

記
念樹希望と一
き
、樹種
、住

所
、氏
名
、電話番号
、お子さ

んの
名前
、誕生年月日を記入

して
、お申し込みください
。

配
布場所
　次の場所で
差し上げ

ます
。希望する場所一
か所を

選び
、必ず記入して
ください
。

区
役所本庁舎
(千住一
-五〇
)

梅島第二
庁舎
(梅田
七丁目三

三
-七
)

樹
種
　
次
の
中
か
ら
一
本
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
キ
ン
モ
ク
セ
イ
(
〇
・

九
メ
ー
ト
ル
)
、
黒
竹
(
一
・
五
メ
ー

ト
ル
)
、

柿
の
木
(
二
・
一
封
)
、
(
重
桜

(
一
・
二
封
)
、
紅
梅
(
〇
・
九
メ
ー
ト
ル

)
、
イ
チ
'
ウ
(
二
・
一
メ
ー
ト
ル
)
、

サ
ザ
ン
カ
(
一
・
五
メ
ー
ト
ル
)

締切
　い
ずれも九月三
十日
(土
)

必着のこ
と

配布予定
　十月下
旬

申込・
問合せ
先
　緑化係

秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施

九
月
二
十
一
日
～
九
月
三
十
日

秋の交通安全運動が
、九月二

十一
日から十日
間
、全国一
斉に

実施されます
。

区と警察で
は
、交通事故ゼロ

をめ
ざして
、・道路環境の
整備
、

規制取締り
、交通安全思
想の
普

及な
どを推進してい
ます
。

しかし
、残念なこ
とに足立区

で
は
、七月末日
まで
に発
生し
た

交通
事故は千百
七十件
、うち死

亡
が二十一
名
、負傷者か千三百

九十名となりました
。昨年同
期

と比
べ
、発生件数
、負傷者数は

滅少していますが
、死
亡者は
十

名
もふえ
、昨年一
年間の死
亡者

と同
数に
なり
、都内二十三区で

の
、交通安全ワー
ストの上位を

占めています
。交
通事故防止は

区民の
皆さん一
人ひとりの注意

が
、最
も大切となります
。

<
交
通
安
全
は
ゆ
ず
り
合
い
か
ら
>

《
お
先
へ
ど
う
ぞ
I
あ
り
が
と
う
》

このスローガンにもあるよう

に
、歩行者
も
、ドラ
イバーも
、

自転車も
、「お互いの
立場を尊

重し
」「人命を大切に
」する
、

「
ゆ
ず
り
合
い
」
が
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
す
。
今
日
か
ら
あ
な
た
も
、
「

交
通
安
全
宣
言
」
を
し
、
ゆ
ず
り
合
い
を
し
ま
し
I
つ
。

《
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
I
ゆ
と
り
を
も
　
っ
て
安
全
に
》

死亡事故の原因で最も多いの

が
、スピードの出し過ぎです
。

衝突の衝撃力は
、速度が速けれ

ば速いほど
、また
、車の重さが

重いほど大きく
、従って
、スピ

ードオーバーは
、重大な事故の

もとになります
。

「忙しい時ほど
、時間に余裕

を
もって
出発する
」
。

「運転にあせ
りは禁物
」を念

頭に
、経済速度で
ゆっ
くり走ろ

う運動を励行しまし冫
う
。

《
四
つ
角
は
ペ
ダ
ル
を
止
め
て
、
み

ぎ
ひ
だ
り
》

自転車は
、誰にでも動かせる

手軽な乗り物です
。でも
、勝手

に乗りまわしていると
、いつか

きっと事故をおこします
。

自転車事故で最も多いのは
、

交差点や曲り角でおきる
、出合

い
がし
らの
事故で
す
。

一
時停止の
標識
があってもな

くて
も
、交差
点や曲り角では
、

左足をつけて
必ず止まり
、左右

の
安全を確認し
ましょう
。

横断歩道では
、自転車を降り

て
渡り
まし
きつ
。

《
歩
行
者
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
》

交通ル
ールは
、ドライ
バーだ

けの
ものでは
ありません
。歩行

者の死
亡事故原因で
意外に目に

つ
くの
が
、歩行者側の信号
無視

や
、横断禁止場所での
横断など
、

歩行者自身がルール
を守ってい

れ
ば防けたで
あろう
事故
が多い

こ
とで
す
。

道路はみ
んなで
ゆずり
合って

使う所で
す
。自分本位の
考え方

を捨てて
、お互いに
ゆずり
合い

の気持ちを持って
、利用
するよ

うに心掛けるこ
とが交通事故防

止のきめ手で
す
。

交通規則と交通道徳を身につ

け
、交通事故の
ない
明るい足立

区をつ
くりまし冫つ
。

出かけてみませんか

植 木まつり

区では
、区政重点施策とし

て緑化に取り組み
、その保護

と回復に努め
、数々
の事業を

行なっています
。

鱸木まつりは
、区民

の皆さんに緑
にふ
れ

ていただき
、緑への親

しみと理解を
、さらに

深めていただくもので

す
。当日
、会場には
、

庭の片隅にも作ること

ができるミニ
庭園と
、

家の周囲を飾る生垣の

見本展示
、盆栽の仕立

て方と植え付け方の揩

導
、良質で安い苗木や
、盆栽

の展示即売のコ
ーナーを設け

ます
。
そのほか
、病虫害におかさ

れた樹木の写真
、緑化相談な

ど
、盛りだくさんの行事があ

ります
。午後一
時からは
、来

場者の方に
、畑土【
】人バヶ

ツ
ーき
、埒柮およぴ

緑の足立・
緑の手引
き

(冊子
)を無料で配
布

し
ます
。なお
、こ
れら

はなくなり次第終了し

ます
。
ぜひ
、ご家
族や近所

の
方をお誘い合わせの

うえおいで
ください
。

日
時
　十月七日
(土
)、

(
日
(日
)
　時間は

い
ず
れ
も
午
前
十
一
時
～
午
後
五
時

場所
　区
立竹の
塚第六公
園

問
合
せ
先
　
緑
化
係

土盛資金の貸付

道路整備や
、地盤沈下
にょっ

て
、現在住んでいる家屋か
、降

雨時に浸水して困ってい
る方
、

また交通騒音で
悩んでい
る方な

どの
ために
、防除資金の一
部を

お貸ししてい
ます
。ご利用
くだ

さい
。

▽貸付限度額
　五十万円以内

▽貸付利率
　年三・
六五
%

▽償還方法
　六か月すえおき後

四年以内の六か月割賦返済

くわしくは
、環境課管理係へ
。

狂犬病予防注射と
飼
い
犬
の
登
録

昭和五十三年度第二回狂犬病

予防注射と
、飼い犬の登録
(昭

和五十三年度無登録の犬のみ
)

を左表の日程で行ない
ま
すの

で
、飼い主の方はもれなくお近

くの会場で受けてください
。

なお
、飼い犬が死亡または失

踪して
、現在犬を飼っていない

方は
、出張所または区の衛生係

で
、廃犬の手続きをしてくださ

い
。
問合せ先
　各保健所・
衛生係

ご利用ください

伊豆高原あだち荘

国保保養所「伊豆高原あだ

ち荘
」は
、大変なご好評をい

ただき
、
(月申は濟室の盛況

で
、被保険者世帯以外の区民

の申込みは
、ほとんどおこと

わりする状況でした
。九月に

入り
、空室が出てきましたの

で
、一
般区民の方にもご利用

いただけます
。気候もよくな

りますし
、また
、自然翼境の

保全された城ヶ崎地区での健

康増進のため
、家族連れでど

うぞ
。
申込方法

▽国保加入世帯・・・利
用日の
】

か月前の
日から三
日前まで

印鑑・
保険証・
利
用料持参

▽一
般区民の
世帯・
:利
用日の

十日前の日から三
日前まで

印鑑・
利用料持参

室料
(一
泊・
五人まで
収容
)

▽国保加入世帯・・・五千円

▽一
般区民世帯・・・七千五百円

食事料金
<夕・
朝食
)

大人・・・千五百円

小
人・
=千円

休業日毎月第二・
第四
火曜日の正

午から
、翌々
日の正午まで

と
、年末二十
(日から一
月

四日まで

申込・
問合せ先

国民健康保険課庶務係

湯河原区民保養所

「
あだち荘
」

湯河原の区民
保養所
も
、ど

うぞご利
用ください
。

申込資格
区内に
在住
、在勤の
方
。た

だし
、一
人では利用できま

せん
。

申込・
受付方法

毎月
初日
から
、翌月一
か月

分の受付
けを開始し
、利用

しよ
うとする日の
、五日前

まで区民
係
(区
役所一
階
)

で
受付
けしてい
ます
。

ただし
、日曜
祝日は
除き
、

土曜日
は正
午までで
す
。

※十一
月利用分は
、十月二

日
(月
)から受付けしま
す
。

なお
、初日の会場は
、産塞

振興館
(区役所隣り
)です
。

料金
(一
泊二
食付
)

大人・・一二
千五百円

小
人
(
四
歳
～
小
学
生
)
・
:
千
三
百
円

ただし
、利用日数は二泊ま

でで
す
。

申込・
問合せ先
　区民係

入寮者募集

区では
、都内の中小企業に

動務する
、青少年の入寮者を

次の要領で常時若干名募集し

ています
。

申込み
資格

①単身男子で
あるこ
と

③都内の
中小
企業に勤務して

い
るこ
と

⑧
年
齢
か
膺
十
五
歳
～
濟
二
十
三
歳
ま
で

④申込み日
前三か月の平均月

収か十万円以下であ
るこ
と

⑤従業員寮がないこと
また

寮があって
も入寮で
きない状

況にあるこ
と

⑤現在の
居住状態
が次のい
ず

れかに該当するこ
と

○一
人当りの居室面積が三

畳未満の場合

○月額家賃が平均月収の二

〇
%以上の場合

〇住宅以外の建物に住んで

いる場合

申込み方法

入寮申込書
、勤務証明
書を

持参または郵送して
く
だ
さ

い
。なお
、応募用
紙は
商工係

と区立動労青少年
寮に
ありま

す
。また
、申込
者多
数の場合

は
、抽せんにより
、入
寮者お

よ
ぴ補欠者を決定し
ます
。

寮の
概要

▽所在地・
=足立に千
往桜木二

丁
目一
五
-一
-一
〇一

▽使用料・・・月額二千
七百円

▽電気料・
=居室内
実費負担

問合せ
先
　商工
係
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保
健
衛
生

定
期
予
防
接
種

を
お
忘
れ
な
く

三
租
混
合
(

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日

ぜ
き
、
破
傷
風
混
合
)
予
防
接
種
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で

、
対

象
の
方
は
忘
れ
ず
に
接
租
し
て
く
だ

さ
い
。

予
防
接
種
の
種
類

三
種
混
合
一
期
・
二
期

対
象
者

▽
一
期
【昭
和
五
十
年
】月
一
日
～

昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
生
ま

れ
の
方
で
一
期
の
す
ん
で
い
な
い

方
)

▽
二
期
(
昭
和
四
十
(
年
七
月
一
日
～

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
生

ま
れ
の
方
で

、
一
期
終
了
後
一
年

以
上
遍
き
て
い
て
二
期
の
す
ん
で

い
な
い
方
)

実
施
日
・
実
施
会
場

下
表
の
と
お
り
《
一
期
の
方
は
三

回
式
で
す
の
で
、都
合
の
よ
い
日

を
三
日
週
ん
で
く
だ
さ
い
。二
期

の
方
は
一
回
(
一
日
)
式
で
す
。
》

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方

▽
発
熱
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
書
の
あ
る
者

▽
下
痢
な
ど
急
性
疾
愚
に
か
か
っ
て

い
る
者
、
ま
た
は
症
状
が
な
く
な

つ
て
二
週
間
以
内
の
者

▽
最
近
ま
た
は
今
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
者
(
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝

臓
病
そ
の
他
)

▽
接
一
し
よ
う
と
す
る
予
防
接
着
に

よ
り
y
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
者
、
ま
た
は
異
常
な
副

反
応
を
呈
し
た
こ
と
が
あ
る
者

▽
最
近
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状

を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
者

▽
種
痘
、
は
し
か
、B
C
G

の
予
防

接
種
を
受
け
て
一
か
月
を
経
通
し

て
い
な
い
者

▽
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
て
一
週
間
を
経

過
し
て
い
な
い
者

▽
ウ
ィ
ル
ス
性
疾
愚
(

お
た
ふ
く
風

邪
、
は
し
か
、
風
し
ん
な
ど
)
に

か
か
っ
て
か
ら
一
か
月
を
経
通
し

て
い
な
い
者

▽
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た

者
擅
積
前
の
注
憲

▽
体
温
を
計
る
こ
と

▽
問
診
票
を
正
し
く
記
入
す
る
こ
と
<

注
)
小
児
マ
ヒ
予
防
接
穂
は
あ
ら

た
め
て
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　

足
立
保
健
所
(
　

五

五
-
四
一
五
一
)
・
千
往
保
健
所
(

(
(
(
-

四
二
七
七
)
・
保

健
予
防
係

予防接種実施日程

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

日
時
　
十
月
二
日
(
月
)
午
後
一
時

三
十
分
～
三
時
三
十
分

内
容
　
妊
娠
中
の
食
事
と
調
理
奥
演

そ
の
他
(
費
用
無
料
)

定
員
　
三
十
名
(
先一
順
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚

保
健
相
談
所
　
(
(

五
丿
五
四

二
一あ

な
た
も

子
宮
ガ
ン
検
診
を

検
診
場
所
　
都
ガ
ン
検
診
セ
ン
タ

ー
、
お
よ
び
医
農
機
関

対
象
　
足
立
保
健
所
(
竹
の
塚
保
健

相
談
所
含
む
)
管
内
の
三
十
歳
以

上
の
女
性
(

費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
を
つ
け

る
)

、
生
年
月
日
、
一
話
番
号

を
明
紀
の
う
え
、
九
月
二
十
日
!

一
十
五
日
ま
で
に
申
込
む

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

業
務
第
一
係
(
〒
1
2
1伊
具
町
前

沼
一
一
五
七
-
六
　
(

五
五
-

四
一
五
一
)

ご
参
加
く
だ
さ
い

栄
養
講
習
会

日
時
　
九
月
二
十
九
日
(
金
)
午

後
一
時
三
十
分

内
容
　
高
血
圧
や
肥
滴
の
人
の
食

募
※
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

場
所
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

栄
養
室
　
(

五
五
-
四
一
五
一

育
児
相
談
と

精
神
衛
生
相
談

■
育
児
相
談

日
時
　
十
月
四
日
(
水
)
午
前
九

時
～
十
時
三
十
分

内
容
　
身
体
測
定
、
育
児
と
栄
養

指
導

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
お
む
つ

■
精
神
衛
生
相
談

日
時
　
十
月
五
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

※
相
談
希
望
し
た
い
方
は
、
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相

談
所
　
(

九
六
-
四
〇
〇
四

募
集
し
ま
す

出
場
グ
ル
ー
プ
募
集
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

区
内
小
・
中
・
高
校
お
よ
ひ
地

域
の
各
種
合
唱
グ
ル
ー
プ
の
日
頃

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

。

期
日
　

十

】月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
一
時
よ
り
開
演

場
所
　
区
文
化
会
館

対
象
　
小
・
中
・
高
校
生
お
よ
ぴ

一
般
社
会
人
の
グ
ル
ー
プ

演
奏
曲
目
　
曲
目
は
自
由
、
曲
数

は
二
曲
以
内
と
し
、
出
退
場
含

め
て
七
分
以
内
、ピ
ア
ノ
ーギ
タ

ー
・
電
子
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
付
ま

た
は
無
伴
奏
の
も
の
に
限
る
。

審
査
員
　
N
H
K
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
貝
・・
小
出
浩
平
・

真
篠
将

表
彰
　
部
門
別
に
審
査
し
、賞
状

と
記
念
品
を
授
与
。参
加
者
に

参
加
賞
を一
呈
し
ま
す
。

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
配
入
し
、
十
月

十
四
日
(
土
)
ま
で
に
教
育
委

員
会
文
化
係
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。(
用
紙
・
実
施

要
項
は
文
化
係
に
あ
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係

子
ど
も
会
活
動
な
ど
の

作
文
記
録
を
募
集

区
で
は
、
子
ど
も
会
々
員
、
育

成
会
々
員
か
ら
子
ど
も
会
に
開
す

る
意
見
や
活
動
状
況
、
体
験
等
の

作
文
、記
録
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
子
ど
も
会
活
動
に
関
す

る
こ
と
(
標
題
自
由
)

規
格
　
作
文
・・・指
定
原
稿
用
紙

(
二
三
×

―三
)
に
二
枚
以
内

写
真
・
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・・・
自

由

※
指
定
原
稿
用
紙
は
子
ど

も
会
々
畏
宅
、
地
区
少
年
団
体

協
議
会
畏
宅
に
あ
り
ま
す

応
募
期
限
　
十
月
三
十

言
(
火
)

応
募
先
　
地
区
少
年
団
体
協
議
会

々
長
宅
(
各
子
ど
も
会
で
一
括
)

※
応
募
作
品
は
、
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

こ
ど
も
の

ア
ト
リ
エ
会
員
募
集

期
日
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
～
昭

和
五
十
四
年
三
月

日
時
　
毎
月
第
二
水
曜
日
、午
後

二
時
三
十
分
～
四
時

内
容
　
絵
画
指
導

対
象
・
定
員
　
徒
歩
三
十
分
以
内

で
来
館
で
き
る
小
学
生
二
十
名

申
込
方
法
　
十
月
一
日
生
(
日
ま

で
に
直
接
窓
口
へ

申
込
・
聞
合
せ
先
　
本
木
東
児
童

館
　
(

四
九
上
二
〇
〇
五

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

青
年
文
化
教
室

科
目
　
料
理
科
、和
服
の
着
付

科
、
華
道
科
、手
芸
科
入
門
コ

ー
ス

日
時
　
十
月
十
三
日
～
十
一
月
二

十
四
日
の
毎
週

火
・
金
曜

日
(

計
十
二
日
間
)

午
後
六
時
三

十
分
～
(
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

対
象
　
区
内
在
住
、
在
動
の
三
十

歳
以
下
の
方
(
前
回
受
請
者
は

除
く
)

費
用
　
無
料
(
教
材
費
は
実
費
負

担
)

定
員
　
料
理
科
・
和
服
の
着
付
科

・・・
各
四
十
名
、
華
道
科
・
手
芸

科

。・・
各
三
十
名

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ

に

住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
希

望
科
目
、
電
話
番
号
、
動
務
先

を
明
記
し
、
返
循
用
(
ガ
キ
に

も
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え

申
込
ひ
(

一
人
一
科
目
、
一
枚

に
限
る
)

申
込
期
限
　
九
月
二
十
七
日
(
水
)

(二
十
七
日
の
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒

旧
西
新
井
一
-
四
―
一
七
　

(
九
〇
-
○
○
六
一
)

受
講
生
募
集

絵
画
教
室
「
油
絵
」

期
間
　
十
月
二
十
四
日
!
一
月
二

十
日
(
延
十
五
日
間
)

時
間
　
午
後
六
時
～
(
時

対
象
　
区
民
成
人
者
(
初
心
者
)

定
員
　
四
十
名
(

費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
九
月
二
十
盲
か
ら

往
復
(
ガ
キ
で
受
付
(
二
十
七

日
消
印
ま
で
有
効
)
、
受
講
者

の
決
定
は
、
抽
選
の
う
え
各
人

に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

―
(
〒
121

竹
の
塚
一
〒

二
五
-

二
一
　
(

五
〇
一
(
(

〇
一
)

70歳以上・身障者の皆さんに

新しい敬老乗車証を発行

区
で
は
、
膺

七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
お
よ

ぴ
心
身
障
害
者

等
の
方
々
を
対

象
に
、
都
営
交

通
機
関
(
た
だ

し
老
人
の
み
民

営
の
バ
ス
を
含

む
)
に
乗
車
で

き
る
券
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

今
、
お
持
ち

の
券
は
九
月
末

で
期
限
が
切
れ

ま
す

。

新
し
い
乗
車
券
は
、
次
の
方
法
に

よ
り
更
新
等
を
い
た
し
ま
す

。

①
敬
老
乗
車
証
・
=濟
七
十
歳
以
上
の

老
人
の
方
は
、
郵
便
で
九
月
中
に

お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
旧
券
は

ほ
役
所
老
人
福
祉
係
の
窓
口
へ
お

返
し
く
だ
さ
い
。

⑤
身
体
障
害
者
(
一
級
～
六
級
)
・
=

身
体
陣
害
者
手
帳

③
精
神
薄
弱
者
(
一
度
～
四
度
)
・
・
・

愛
の
手
帳

④
戦
傷
病
者
(
特
別
項
症
～
第
六
項

症
)

。
=戦
傷
者
手
帳

⑤
原
爆
被
害
者
(
認
定
者
と
被
爆
者

健
康
管
理
手
当
受
給
者
)
・・・
特
別

被
爆
者
健
康
手
帳
と
認
定
書
ま
た

は
健
康
管
理
手
当
証
一

⑤
生
活
保
護
世
帯
(
世
帯
員
の
う
ち

一
人
)

⑦
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
(
世
帯

員
の
う
ち
一
人
)
・・・
目
民
年
金
証

書
図
児
童
扶
養
手
当
叉
給
世
帯
(
世
帯

員
の
う
ち
一
人
)
・・・
児
童
扶
養
手

当
証
書

な
お
⑧
～
⑧
ま
で
の
方
は
、
直
接

担
当
の
窓
口
へ
(
必
要
な
も
の
、
手

帳
、
証
一
類
、
印
か
ん
、
上
半
身
の

写
真
(
タ
テ
四
芍
×
ヨ
ゴ
三
り
)

、

古
い
乗
車
券
)

問
合
せ
先

①
の
方
は
、
区
役
所
援
護
課
老
人

福
祉
係
へ

②
～
⑤
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
福
祉
事
務
所
へ

⑤
の
方
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課

給
付
係
へ

⑧
の
方
は
、
区
役
所
援
農
課
児
童

手
当
係
へ

心
身
障
害
者
(
児
)
の
方
へ

無
料
な
ん
で
も

相
談
室
を
開
催

都
お
よ
ぴ
区
で
は
、
心
身
に
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
無
料
な
ん
で

も
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
身
体
障
害

者
や
知
恵
遅
れ
の
方
の
手
帳
、
義
足

な
ど
の
補
装
具
の
必
要
な
方
は
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、障
害
の
等
級
変
更
や
就
職
、

施
設
、
岡
民
年
金
、
福
祉
手
当
等
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
一
日
(
水
)
午
後
一

時
!

二
時

場
所
　
区
体
育
館

持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
ま
た
は
愛
の
手
恨

主
催

都
立
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、東
京
都
台
東
児
童
相
談
所
、

足
立
区
各
福
祉
事
務
所

問
合
せ
先
　
各
福
祉
事
務
所

住
宅
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

住
宅
統
計
調
査
が
、
十
月

】
日
現

在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

住
宅
関
係
の
緒
施
策
の
基
礎
と
な
る

統
計
を
作
る
た
め
に
昭
和
二
十
三
年

以
来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
国

の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

な
お
調
査
区
域
は
、
無
作
為
で
抽

出
さ
れ
た
区
域
で
す
の
で

、
そ
の
区

域
に
住
ん
で

い
る
方
は
、
調

査
貝

が
、
防
問
し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
調
査
票
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
統
計
係

掲
示
板

中
高
層
建
築
物

の
確
認
申
請
を

さ
れ
る
方
へ

東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
一
建

築
物
の
高
さ
に
関
す
る
条
例
が
、

昭
和
五
十
三
年
十
月
十
二
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

日
影
条
例
施
行
前
に
お
け
る
区

取
扱
い
の
建
築
物
の
確
認
申
請
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
よ
り
受
付

け
し
て
い
ま
す
。

(
月
二
十
五
日
以
降
に
提
出
さ

れ
る
日
影
条
例
に
係
る
建
築
物
の

建
築
確
認
申
請
で
、
日
彫
条
例
の

建
築
制
限
に
適
合
し
な

い

も
の

は
、
適
合
す
る
よ
う
計
画
の
変
更

を
求
め
、
中
高
一
建
築
物
の
確
認

申
請
の
受
理
を
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先
　

建
屶
指
導
課
調
査
係

国
民
年
金
相
談

未
納
入
の
方
、
未
加
入
の
方
の

特
例
納
付
な
ど
の
相
岐
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

相

駁

日

・

場

所

▽

九
月

二

十
(

日
(

木
)
!

一
十

九

日
(

金
)

・
・・
区

役

所

二

階

ホ

ー
ル

▽
十
月
二
日
(
月
)
～
百
(
火
)

・
・・
花

畑

出

張

所

▽

十

月

四

日
(

水
)
=

・
区

役

所

二

階

ホ

ー
ル

▽
十
月
五
日
(
木
)
～
(
日
(
金
)

・
・・
区

役

所

第

二

庁

舎

、
お

よ

ぴ

第

十
(

出

張

所

▽
十
月
十
二
日
(
木
)
～
十
三
日

(
金
)

・
・・
東

部

セ

ン

タ

ー

▽
十
月
十
九
日
(
木
)
!
一
十
日

(
金
)
・
・
・
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

時
間
い
ず
れ
も
「午
前
十
時
～

午

後

三

時

三

十

分

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

飛
入
り
歓
迎

区
民
大
運
動
会

区
民
の
皆
さ
ん
が
家
族
ぐ
る
み

で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

数
多
く
の
種
目
を
用
意
し

ま

し

た

。
先
一

一
万
名
の
方
に
は
、
記

念
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)

午
前
九
時
、雨
天
の
場
合
は
「

十
五
日
(
日
)
に
順
延

ご
注
意
　
▽
運
助
靴
を
必
ず
使
用

し
て
く
だ
さ
い

▽
出
場
は
一

人
二
種
目
以
内
で
す

▽
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

の
ご
来
場
は
ご
還
慮
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
体
育
課

区民体育大会にふるってご 参加を

※ くわしくは、教育委員会体育課へどうぞ

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」

法
を
ま
も
る

手
と
手
で
築
く

よ
い
社
会

子
ど
も
会
会
長
会
議

子
ど
も
会
の
代
表
か
集
ま
り
、

子
ど
も
会
活
動
の
あ
り
方
を
、
子

ど
も
白
身
で
考
え
る
た
め
に
開
く

会
嬾
で
す
。

日
時
　
十
月
二
十
二
日
(
日
)
午

前
九
時
～
午
後
二
時

場
所
　
区
立
栗
原
小
学
校

対
象

子
　ど
も
会
の
子
ど
も
の
代

表
申
込
期
限
　
十
月
七
日
(
土
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

映
画
会
の
夕
ベ

日
時
　
九
月
三
十
日
(
土
)
午
後

六
時
(
費
用
無
料
)

題
名
　
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」

定
員
　
先
着
百
五
土
(
名

場
所
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

ー
　

八
五
〇
一
(
(
〇
一

豚
肉
の
安
売
り
デ
ー
は

二
十
三
日
(
土
)
で
す
。

足
立
区

珠
算
競
技
大
会

日
時
　
十
一
月
五
日
(
日
)
午
前
(

時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
小
学
校
体
育
館

種
目
　
総
合
・
読
上
算
・
読
上
暗

算
参
加
資
格
　
区
内
在
往
、
在
学
、

在
動
の
方
(
た
だ
し
、
小
中
学

生
に
つ
い
て
は
学
校
ま
た
は
珠

算
塾
で
団
体
参
加
、
高
校
生
お

よ
ぴ
一
般
は
佃
人
参
加
)

申
込
締
切
　
十
月
十
四
日
(
土
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

開
設
し
ま
す

街
頭
電
話
相
談
所

日
時
　
九
月
二
十
日
(
水
)
～
九

月
二
十
二
日
(
金
)
午
前
十
時

～
午
後
五
時

場
所
　
大
谷
田
一
丁
目
大
谷
田
団

地
内
「
主
婦
の
店
い
ず
み
」前

問
合
せ
先
　
綾
瀬
一
話
局
営
業
課

六
〇
五
-
五
〇
〇
〇

土
地
家
屋
(
測
量
・
登
記
)

の
無
料
法
律
相
談

日
時
　
十
月
一
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
北
千
往
駅
西
口

主
催
　
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会

足
立
支
部

問
合
せ
先
　
土
地
家
屋
調
査
士

白
土
　
(

四
九
上
{
五
七
}

足
立
区
で
　
買
お
う
　

食
べ
よ
う
　
頼
も
う

区
民
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
十
月
十
四
日
(
土
)午
後
三

時
、
お
よ
び
午
後
六
時
三
十
分

場
所
　
区
文
化
会
館

曲
目
　
ド
ヴ
オ
ル
ザ
ー
ク
「
新
世

界
よ
り
」
、
秋
の
う
た
他

入
場
料
　
大
人
千
八
百
円
、
子
供

千
円

主
催
　
斬
星
9
-
響
第
二
回
足
立
区

民
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

後
援
　
足
立
区
・
足
立
区
教
育
委

員
会

問
合
せ
先
　
新
星
日
本
交
響
楽
団

九
(
五
-
四
(
三
六

秋
の
味
覚

さ
つ
ま
い
も
掘
り

柏
市
で
は
、
観
光
農
業
の
一
環

と
し
て
、
農
家
と
と
も
に
「
さ
つ

ま
い
も
掘
り
」
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
一
日
～
十
一
月
十
日

場
所
　
千
葉
県
柏
市
十
余
二
地
先

費
用
　
五
株
四
百
円
(入
場
無
料
)

ご
注
意
　
掘
る
道
具
や
い
も
を
入

れ
る
袋
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
柏
市
役
所
農
政
課
　

〇
四
七
一
-
六
七
-
}
一
一

一
(
内
線
二
七
一
)

訂
正

九
月
五
日
号
で
、特
例
納

付
制
度
に
よ
り
、保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
の
は
『昭
和
五
十

年
九
月
分
前
ま
で
』
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
か
、
「
昭
和
五
十
一
年

六
月
分
前
ま
で
」で
す
の
で
町
正

し
て
お
詑
ひ
し
ま
す
。

NA・Y　218, 000


